
 
 
 

第二セッション 高齢化社会の挑戦 コメント 

 

 

三つの国と三つのポイント  

 

 

 

 

 

 
皆様のお話を聞かせていただいて日中韓の

政策対話の難しさを改めて感じさせられまし

た。と申しますのは、一点目は三つの国は同じ

東アジアの一員ではありますが、社会体制、政

治体制の違いによって、政策決定の仕組みが異

なっていることによります。 
次は、この第二セッションの課題は高齢化

社会の挑戦ということですが、この三ヵ国は高

齢化をもたらした原因や背景が相当違うと思

います。日本と韓国は基本的には近代化の結果

であると説明できるわけですが、中国では高齢

化は必ずしもただ単に近代化の結果ではなく、

むしろ意図的な選択の結果であるということ

を認識する必要があります。 
もう一つは、今後この三ヵ国において高齢

化がどのような形で進んでいくのかという予

測あるいは予測可能性も異なります。日本と韓

国は、基本的に近代化経済発展および国民の自

由選択の結果であるということから、安定した

進展が予測されますが、中国では一人っ子政策

といった意図的に実施された国家政策の一環

であるため、将来、政策の変化によって相当大

きな影響を受けると思われ、今後の高齢化の進

展については予測不可能です。 
日本と韓国は、お二人の発表にもありまし

たとおり、現在、高齢化社会の対応としていろ

いろな社会保障、構造改革を意欲的に進めてい

るわけですが、中国が二人の大先輩からどのよ

うなことを学べるのかについて、私なりの考え

を申し上げたいと思います。 
中国の社会政策について私はいつも辛口を

言っておりまして、いつも甘いものを食べてい 
る人にとって、たまに辛いものを口にすること 
もおいしいのではないかというつもりで申し 
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上げます。中国がこれから急速に進んでいく高

齢化社会にどう対応するのか三つほどポイン

トがあると思います。 
一つは、きちんとした法体制の構築です。 

皆様もご存知のように、中国では高齢化社会

に対応するために政策や条例のレベルで話が

進んでおりますが、法体制はほとんど整備さ

れていません。 
二つ目は、都市と農村が一体化した対応策

が必要であると思います。先ほど張さんのレポ

ートにあった、現在実施されているモデルケー

スですが、これは基本的に都市部の話であって、

農村部においてはそのような試行策はまだ実

施されておりません。 
三つ目は、市場の力、民間の力、さらに家

族、個人個人の力も必要になってくると思いま

すが、一番重要なのは国がどういう形できちん

とした責任を取るのか、つまり財政的問題およ

び社会保障制度構築への取り組みです。この三

つのことをきちんと考えなければ、中国が高齢

化社会を切り抜けていくことは難しいと思わ

れます。 
悲観的なことを言ってしまいましたが、これ

でコメントを終わらせていただきたいと思い

ます。 
 
 

     


